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八
新
刊
紹
介
Ｖ
芥
川
龍
男
編
著
『武家文書の研究と目録（上巨
こ
の
度
、
芥
川
龍
男
氏
に
よ
っ
て
、
学
界
に
お
い
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
「
成
瞥
堂
文
庫
所
蔵
古
文
書
」
の
内
の
武
家
文
書
の
研
究
と
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
。
収
録
文
書
は
、
真
壁
文
書
一
一
一
一
一
点
、
小
浜
文
書
一
二
点、白井文書一一一三点、番外二点、田村家文書五七点、片桐文
書
八
九
点
の
計
三
○
六
点
で
貴
重
な
文
書
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
。
この文書の調査の概要や武家文書の概観については、芥川氏が
本書の「はじめに」で詳しく紹介しているので、それによって史
料
調
査
や
文
書
の
内
容
を
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。
本書は、成祷堂文庫に所蔵されている武家文書の解題と目録、
および解読による紹介を主内容としている。成贄堂文庫所蔵の武
家文書の全貌については、すでに昭和十一年に刊行された『成寳
堂古文書目録』（以下において「旧目録』と略記する）に紹介さ
れているが、刊行後すでに五十年を経過しており、この「旧目録』
自体入手が困難な状況にある。
さらに、『旧目録』においては、詳細な目録と、各文書につい
て、その内容が略記され、一部の文書は写真も掲載されるなどの
配
慮
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
新
刊
紹
介
な
い
。
い
つ
ぽ
う
近
来
の
歴
史
研
究
の
盛
行
に
と
も
な
っ
て
、
文
書
閲
覧
の
希望者もあいついできている。このような制約・要請に応えるに
は
相
応
の
準
備
と
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古文書は二度と再生できないものであり、文化財としての保護
はただ秘蔵することでないことは一一言うまでもない。保護ととも
に、これら古文書が研究に活用されなくては意味のないことであ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
面
が
考
慮
さ
れ
た
う
え
で
十
全
の
策
を
講
じ
な
く
て
は
ならない。
これらを勘案するとぎ先ず第一になさるべきは、解読・写真撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
古
文
書
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法によって、必ずしも原本によらなくても研究史料として活用さ
れる体制の第一段階は整えられたことになる。このような体制が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
解
読
・
写
真
撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
古
文
書
の
副
本
が
できたことになり、文化財の保護と活用の両面が果されることに
も
な
る
。
本書は、以上に述べたようなことに主眼点を置いて調査・編修
したものである。
二
）
調
査
の
概
要
調査の発端は昭和五十八年六月である。折しも「日本古文書学
会」の大会で恒例の懇親会があり、その席上で荻野三七彦先生と
談笑の折に、「今私が調べている文書は、どうも大友氏の屯ので
はないかと思うので、一度見てくれないか」とのお話であった。
私事にわたるが筆者が年来大友氏の研究にたずさわり、足繁く九
州に通って大友氏関係の古文書を歴訪していることからのお話と
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う
け
た
ま
わ
っ
て
、
早
速
拝
見
に
参
上
す
る
こ
と
に
し
た
。
七
月
に
入
る
と
すぐお茶の水図書館に大乗院文書調査中の先生を訪ねて問題の文
書
を
拝
見
し
た
。
そ
れ
は
、
三
玄
斎
か
ら
宗
切
に
宛
て
た
書
状
で
あ
り
、
成
賞堂文庫所蔵の「古文書叢鑑」の中にあった。三玄斎は大友宗麟
（義鎮）晩年の号であり、宗切は田村三河入道三郎の号である。
『旧目録』によれば、「田村文書」に含まれていたものであり、
『旧目録』刊行後に『古文書渡鑑』（大型の折りたたゑ本の形で、
一
点
文
書
が
張
り
込
ま
れ
て
い
る
。
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
蘇
峰
翁
が
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
し
て
、
「
田
村
文
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
成
寶
堂
文
庫
所
蔵
の
武
家
文
書
閲
覧
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
荻
野
先
生
の
調
査
日
に
筆
者
も
文書閲覧に通うことになった。幸いに、所属大学から昭和五十八
年
度
国
内
研
究
員
と
し
て
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
先
ず
「
田
村
文
書
」
に
始
ま
り
、
あ
と
は
『
旧
目
録
』
の
順
序
に
し
たがって「白井文書」・「真壁文書」・「小浜文書」を閲覧した。
閲
覧
に
際
し
て
は
、
『
旧
Ⅱ
録
』
と
対
照
し
な
が
ら
各
文
書
の
現
状
・
法
量
な
ど
を
調
べ
、
「
旧
目
録
』
の
番
号
順
に
文
書
一
点
ず
つ
封
筒
に
入
れ
て
タ
イ
ト
ル
・
史
料
番
号
を
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
閲
覧
と
調
査
を
兼
ね
た
作
業
を
進
め
て
ふ
る
と
、
若
干
の
移
動
は
あ
る
も
の
の
殆
ど
散
逸
は
な
く
、
損
傷
も
全
く
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
戦
前
戦
後
の
動
乱
期
を
東
京
に
お
い
て
無
事
に
潜
り
抜
け
て
き
た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
と
ぎ
、
関
係
諸
氏
の
な
み
な
ゑ
な
ら
ぬ
努
力
も
偲
ば
れ
た
。
一
日
あ
た
り
凡
そ
一
○
点
程
度
の
ペ
ースで進められ、右記の諸文書約二百余点の閲覧と調査が終った
のが翌五十九年三月であった。
法
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この段階で、お茶の水図書館次長の高塩幸雄氏を通して石川文
化事業財団から、成贄堂文庫所蔵の武家文書調査を改めて依頼さ
れ、その結果を刊行するというのである。自分の研究的関心から
文書を閲覧するのとは訳が違い、きわめて責任の重いことを痛感
したが、荻野三七彦先生にご教示を仰ぎながら行なわれること、
また成賛堂文庫がお茶の水図書館に移管された当時から関係され
ている藤田季世女史の助力が得られるという条件に恵まれたの
で、微力を尺すことを決意するにいたった。
四月に入ってからは、公刊されることに目標を置き、その構成
に心を砕いた。各自治体で盛んに刊行されている請史料集も改め
て検討してゑたが、刊行の意図の相違から独自の工夫が必要であ
ることが分かった。まず念頭に置くべきは、成管堂文庫所蔵の武
家文書の全貌を明らかにすることである。先述したごとく、本書
の刊行は研究上の活用に応えられるもの、つまり文書の副本の体
裁をとって公刊するのが先決問題ということになる。
このような検討の結果、文書の解読・本紙および花押などの法
量は勿論、写真は各文書の全体・花押を掲載することにした。こ
れによって所期の目的は果たされることになる。したがって文書
内容の分析については、諸家にわたる文書群であることと、時間
的にみても到底無理であると判断して省略した。内容分析は、研
究者諸氏に期待するのが良策と考えられるからである。
少なくともこれら諸家文書の伝存事情を明らかにしたものと努
力したが、現段階ではほとんどわからない。それは、いずれも蘇
峰
翁
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
主
な
る
理
由
で
あ
る
。
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し
か
し
購
入
に
伴
う
事
情
に
つ
い
て
は
、
蘇
峰
翁
の
手
に
よ
る
箱
書
き
・
銘
文
、
古
書
店
か
ら
の
領
収
書
な
ど
が
文
書
と
一
緒
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
わ
か
っ
た
範
囲
で
本
書
に
掲
載
し
た
各
文
書
の
日
頭
に
述
べ
て
お
い
た
。
（
二
）
武
家
文
書
の
概
観
本書掲載の文書は、成管堂文庫所蔵文書の全てではない。『旧目
録』に掲載されている順序にしたがって五家の文書にとどめた。
こ
れ
以
外
の
文
書
は
次
巻
以
降
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
が
、
『
旧
目
録
』
が
刊
行
後
す
で
に
五
十
年
を
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
旧
目
録
』
自
体
閲覧するのに困難な現状にあるので、成贄堂文庫所蔵文書の内、
武家文書について概観しておくことにしよう。
本
書
に
収
録
し
た
の
は
、
真
壁
文
書
・
小
浜
文
書
・
白
井
文
書
・
田
村
文
書
・
片
桐
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
生
駒
文
書
・
鎌
田
文
書
・
佐
藤
文書があり、さらに雑文書（その一・二・一一一）の中にも武家文書
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
だ
雑
文
書
ま
で
の
調
査
は
進
行
中
で
あ
る
。
現
段
階
ま
で
に
把
握
で
き
た
武
家
文
書
の
概
数
は
四
百
余
点
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
雑
文
書
と
い
う
表
現
で
『
旧
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
文
字
通
り
の
「
雑
多
」
な
意
味
で
は
な
い
。
蘇
峰
翁
の
整
理
上
の
仮
称
と
剛
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
筆
者
の
調
脊
に
お
い
て
わ
か
っ
た
だ
け
で
＄
、
こ
れ
ら
雑
文
書
の
中
に
は
、
数
点
ず
つ
の
文
書
が巻子に仕立てられた武家文書が見出されるからである。つまり、
翁
の
手
に
よ
っ
て
整
理
が
進
行
中
で
あ
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
実
態
に
即している。
ま
た
、
例
え
ば
、
成
賢
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
真
壁
文
書
が
そ
の
全
て
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
調
査
の
過
程
で
、
本
来
は
一
括
し
て
新
刊
紹
介
以上が芥川氏による本書刊行の趣旨である。本書が広く活用さ
れることを期待したい。しかし、何分にも本書は高額本である。
できることなら本文の誤り箇所を訂正し、普及本としての刊行さ
れることを望ふたい。
〔一九八八年一一一月刊、二万五○○○円、Ａ５判、五○八頁、石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
〕
伝
存
さ
れ
て
い
た
も
の
が
諸
事
情
か
ら
散
在
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
真
壁
文
書
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
武
家
文
書
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
観
点
を
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
伝
存
過
程
に
お
け
る
文
書の散在が、その武家の歴史を物語っていることにもなる。今こ
れらの散在文書についてまでふれることはしないが、わかった範
囲においては後掲各項の解説において述べておいた。
さらに、本書掲載文書の内容が、すでに他の研究機関などに架
蔵
さ
れ
て
い
る
影
写
本
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
か
ら
史
料
集
と
し
て
刊行・紹介されているものもある。したがって本書収録が重複の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
が
、
本
書
掲
載
の
文
書
は
あ
く
ま
で
も
原
本
の
紹
介
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
さ
れ
た
い
。
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編集委員Ⅱ今井堯・大石慎三郎・大塚初重・安岡昭男。
Ⅵ近代・現代（安岡編、昭弱・６）の項目を本学関係執筆者
別に示すと次の通り。
ｅ
◆
明治初期大政官制一覧・内閣各省官制表・旧陸海軍武官官等表
・兵役変遷表・徴兵管轄区分表Ⅱ服部一郎
＊
◆
＊
◆
明治一別期要職一覧・明治初期中期藩府県沿革および地方官補任
表・元老一覧・派代日本主要外債借款年表・内国海外博覧会一
覧・近代米価一覧関連年表・人口統計表・明治前期財政表・植
民地高官一覧Ⅱ岩壁義光
＊
◆
歴代内閣一覧・政一党系統図・近代学制史年表Ⅱ藤田篤。
◆
府県知事一覧・公選知事一覧・室眞族院会派一覧・幕末明治期主
要
御
雇
外
国
人
一
覧
Ⅱ
安
岡
昭
男
国鉄主要路線開通一覧・買収私鉄一覧Ⅱ岩崎信男
労働組合組織系統図・農民組合系統図・小作争議統計表・労働
争議件数および主要労働争議年表・明治初期官営事業所一覧・
国
立
銀
行
一
覧
関
連
年
表
Ⅱ
川
原
崎
剛
雄
文化勲章受章者一覧・日本学士院賞受賞者一覧・帝国美術院日
本
芸
術
院
賞
受
賞
者
一
覧
Ⅱ
鶴
木
亮
一
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監修Ⅱ児玉幸多・小西四郎。竹内理三
『
日
本
史
総
覧
Ⅳ
」
補巻Ⅲ・コンパクト版・机上版
補巻Ⅲ近世四・近代一一（大石・安岡編、昭皿・８）
校訂明治官員録・要職人事一覧八続ＶⅡ安岡昭男
歴代内閣閣僚索引Ⅱ飯田千穂子
内外航路開設一覧・郵便料金変遷表Ⅱ柏木一朗
ほかに海外移民一覧（古館農）、近世末期における水上交通図
（石井謙治）、正徳四年大坂移出入品表（大石慎二郎）。
コンパクト版（昭和田・８）には第Ⅵ巻から＊印の項目（明治前
期要職一覧は総裁・議定・参与の糸）を収載。
机上版（昭船・９）菊判一冊（一六一一三頁）の近代編は◆印の項
目を収録（九八○○円）。
Ⅵ（六四四頁）・補巻Ⅲ（六九七頁）はＢ５判、定価各九八○○
円、全９巻、コンパクト版は四×皿、、二八○○円、新人物性
来社発行。
九○
◆
主要新聞雑茎心一覧・明治一元年本邦駐在主要各国公使館員領事一
覧・明治期主要駐外国公使一覧・幕末維新期主要各国駐日外交
◆
◆
官表・幕末維新期主要条約年表・旧華族名鑑Ⅱ長尾正奎魑
全国戦災都市一覧Ⅱ斉藤勉
閨閥一覧Ⅱ安岡・佐藤
要職人事一覧Ⅱ岩壁・服部・鶴木
ほかに明治以降都道府県都市区史誌目録（藤本篤）
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